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研究成果の概要（和文）：　本研究では、吃音のある児童、発達障害のある児童、吃音と発達障害を併存する児
童、いずれもみられない児童を対象とし、発話課題とWISC-Ⅳ知能検査を実施した結果から、以下の結論を得
た。
　非流暢性症状の生起頻度と相関がみられたのは音読課題のみであった。ワーキングメモリ指標が正常範囲非流
暢性生起頻度の増加に関わる可能性が示唆された。吃音と発達障害を併存している児童は、記憶した物語の再生
課題において正常範囲非流暢性頻度が高かった。正常範囲非流暢性生起頻度の高さはクラタリングの特徴と共通
しており、両群の類似性が示唆された。クラタリングに該当した児童が吃音＋発達障害群と同質であることは確
認されなかった。

研究成果の概要（英文）：The following conclusions were drawn from the results of a speech task and a
 WISC-IV intelligence test administered to children who stutter, children with developmental 
disabilities, children with coexisting stuttering and developmental disabilities, and children with 
none of the above.Only the oral reading task was correlated with the frequency of normal disfluency.
 It was suggested that working memory index may be involved in increasing the frequency of 
occurrence of normal disfluency. Children with coexisting stuttering and developmental disabilities 
had higher frequencies of normal disfluency in the memorized story replay task. The high frequency 
of normal disfluency was similar to that of cluttering, suggesting a similarity between the two 
groups. However,iIt was not confirmed that the children with cluttering were homogeneous with the 
stuttering + developmental disability group.
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研究分野： 音声言語障害学

キーワード： 発話　言語　流暢性障害　吃音　早口言語症
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究ではWISC-Ⅳ知能検査と非流暢性症状の生起についての関連性を検討した結果、音読での非流暢性生起が
言語理解指標やワーキングメモリ指標と相関することが明らかにされた。この結果から、流暢性障害が脳の局所
的な障害に起因するのではなく、発達に関わる広範囲な神経回路の影響を受けて発症することが推測された。こ
のことから、本研究は今後の吃音とクラタリングの神経心理学的な研究において、新たな側面の検討に着手し結
論を得た点で今後の研究に寄与し、学術的な意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 限局性学習症(SLD)、注意欠如・多動性障害(ADHD)、自閉スペクトラム症(ASD)の併存する
流暢性障害のある者の発話症状には、純粋な吃音中核症状ではなく、クラタリング（早口言語症）
を示す者が含まれることの報告が散見されるが、現段階では国内外において、その詳細な調査や
根拠となる研究は非常に乏しい。 
 研究代表者の宮本の研究（科研基盤研究Ｃ，平成 28 年～30 年）では、吃音を主訴として指導
を受ける者の約 10％以上に SLD・ADHD・ASD の併存が認められることを明らかにした。さ
らに、吃音のある者の約 16%がクラタリングを併存し、鑑別用チェックリストの因子分析で
ADHD 因子が抽出された（宮本, 2011; Miyamoto, 2018)。しかし現在のところ発話流暢性障害
と発達障害の関係については明らかにされていない。 
 吃音やクラタリングが発達障害と併存しやすいことは、障害された神経学的過程も共有され
ていることを示唆し (例えば、Briley & Ellis Jr., 2018) 、流暢性障害が脳の局所的な障害に起
因するのではなく、発達に関わる広範囲な神経回路の影響を受けて発症することの顕れである
ことを示す (Smith & Weber, 2016) 。しかし過去 20 年の吃音者における脳の解剖学的及び機
能的な異常の発見は、ほとんどが成人を対象としたものに拠り、クラタリングに関しては脳画像
研究自体が少ない。我々の研究チームは、クラタリングの背景に報酬系の異常や抑制の問題があ
ることを予測し、モデル化することを計画している。その点を踏まえ、本研究では吃音とクラタ
リングの神経心理学的な側面を検討する。発話流暢性障害が発生し慢性化する過程には、発話表
出に関わる神経回路と発達障害において問題となるスキル（例えば、衝動性を押さえるスキルな
ど）が同時に関わる可能性がある。本研究で、発話流暢性障害が進展するトリガーとなる認知的
な要因や発達障害の特性が明らかになれば、発話流暢性障害発症のメカニズムを説明する生理
学的なモデルの構築に関する研究に寄与することができるのではないかと考えている。 
 
２．研究の目的 
発話流暢性障害の種類には、主に吃音とクラタリング（早口言語症）がある。学齢期児童の約

１～５％が罹患し、言語障害通級指導教室で支援を受けている。近年、この流暢性障害と SLD、
ADHD、ASD が併存する傾向に注目が集まり、これらの問題の重複が、発話流暢性障害の慢性
化や支援の困難さに影響するのではないかという報告が増えている。発話流暢性障害と発達障
害の関連性を明らかにすることは、効果的な支援方法の選択を可能にし、発話流暢性障害発症の
メカニズム解明に向けた研究の一助となり得る。本研究では以下の３つの目的を設定した。 
 

研究目的Ⅰ 
非流暢性症状の生起頻度に、どの程度知能の因子が影響するのか、という点を明らかにする。 

 
研究目的Ⅱ 
吃音と発達障害を併存している児童（D＋St.群）に特徴的な発話特徴を、吃音と発達障害のな

い群（Cont.群）吃音のある児童(St.群)、発達障害のある児童（Dev.群）と比較することで明ら
かにする。 
 
研究目的Ⅲ 
D＋St.群と St.群を対象に、クラタリングに該当する児童を同定し、D＋St.群との一致度を確

認する。 
 
３．研究の方法 
(1) 対象：小学校３年生～６年生の児童 47 名 

 吃音のある児童(St.群)17 名、発達障害のある児童（Dev.群）10 名、吃音と発達障害のあ 
る群（D＋St.群）10名、吃音と発達障害のない群（Cont.群）10名 

(2) 実施課題： 
① 吃音の重症度評価：吃音検査法第 2版（小澤ら，2016） 
② 知的能力の評価：WISC-Ⅳ（日本版 WISC-Ⅳ刊行委員会,2010） 
③ 発話課題：自由発話、音読、記憶した物語再生課題 

音読には「ジャックと豆の木」(小澤ら,2016)、物語再生課題には「財布の話」(van Zaalen 
& Reichel, 2015)を使用した。 

(3) 分析方法 
① WISC‐Ⅳ：各指標の合成得点と非流暢性生起においてピアソンの相関分析を行なった。 
② ３課題について、３群での非流暢性症状（SDF、NDF）生起頻度を群間比較した（クラス

カル・ウォリス検定）。SDF と NDF の詳細については Table1, Table2 のとおりである。 
③ クラタリング予測項目改訂版（Predictive Cluttering Inventory-Revised,以下 PCI-

r)(van Zaalen & Reichel, 2015)を用いて、St.群と D＋St.群の 27名を対象にクラタ
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リングの同定を試みた。 
 
Table 1 吃音中核症状（SDF）(van Zaalen & Reichel, 2015) 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
Table 2 正常範囲非流暢性(NDF)(van Zaalen & Reichel, 2015) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
(1)知能検査の各指標と非流暢性生起頻度について 
 まず、４群の WISC-Ⅳ検査結果は Fig.1 のとおりである。全検査 IQと VCI の比較では、Cont.
群、St.群、D＋St 群には有意差がなかったが、Dev.群がその他の群よりも有意に低い結果とな
った。PRI と WMI の比較では、Dev.群が D＋St.群より有意に低かった。PSI については４群で有
意差はみられなかった。 

 

 
             Fig.１ ４群の WISC-Ⅳ検査結果の比較 
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 続いて、WISC-Ⅳの各指標別の成績と各発話課題場面の非流暢性の相関について Fig.2 に示し
た。言語理解指標と音読時に正の弱い相関が(p <.05)、ワーキングメモリ指標と音読時の NDF に
弱い負の相関が（p <.05)みられた。それ以外の組み合わせでは有意な相関はみられなかった。 
 

 
         Fig. ２ WISC-Ⅳ指標と非流暢性の相関（N＝47） 
       
(2)課題別の非流暢性頻度の比較 
 「自由発話」「音読」「記憶した物語再生課題」の３場面について、４群において SDF と NDF の
生起頻度を比較した。 
 自由発話場面のSDFおいては、St.群が Cont.群より有意に高い生起頻度を示したが（p <.05）、
NDF においては４群間でいずれの群間でも有意差がみられなかった（Fig.3）。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    Fig.３ 自由発話場面における４群の非流暢性頻度の比較 
 
 次に、音読場面のSDFにおいてはSt.群は Cont.群と Dev.群よりも、D＋St.群は Cont.群とDev.
群よりも有意に高い生起頻度を示した(p <.01)が、NDF においてはいずれの群間でも有意差がみ
られなかった（Fig.4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 

Fig.４ 音読場面における４群の非流暢性頻度の比較 
 
最後に、記憶した物語再生課題の SDF では、St.群は Cont.群と Dev.群よりも、D＋St.群は Cont.

群よりも有意に高い生起頻度を示した(p >.01)（Fig.4）。NDF では、D＋St.群は Dev.群よりも有
意に高い生起頻度を示した（p >.01）。 
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Fig.４ 記憶した物語再生課題における４群の非流暢性頻度の比較 
 
(3)St.群と D＋St.群におけるクラタリングの同定 

 St.群と D＋St.群に各 1名ずつ、クラタリングに同定された児童が含まれ、本研究では 7.4%

が該当した。 

 

(4)まとめ 

・研究目的Ⅰ：非流暢性症状の生起頻度と相関がみられたのは音読課題のみであった。ワーキン
グメモリ指標が正常範囲非流暢性生起頻度の増加に関わる可能性が示唆された。 
 
・研究目的Ⅱ：吃音と発達障害を併存している児童（D＋St.群）は、記憶した物語の再生課題に
おいて正常範囲非流暢性頻度が高かった。正常範囲非流暢性生起頻度の高さはクラタリングの
特徴と共通しており、両群の類似性が示唆された。 
 
・研究目的Ⅲ：一方で、クラタリングに該当した児童は、D＋St.群と St.群の両方に 1名ずつ存
在しており、D＋St.群がクラタリングと同質の群であることは今回確認されなかった。 
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